
会 議 録 令和５年１月24日作成 令和８年３月末日廃棄

会議名 京都府八幡警察署協議会（令和４年度第３回）

開催日 令和４年12月12日（月曜日）

時 間 午後１時30分から午後３時までの間（90分）

場 所 京都府警察本部 警察広報センター

滝川会長、植村委員、坂口委員、石川委員、上村委員、松浦委員、

溝口委員

出席者
（欠席 櫻井副会長、 委員） 計７人

署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、交通課長、

広聴相談係長 計７人

諮 問
八幡警察署の１１０番受理状況等について

事 項

１ 京都府警察本部庁舎見学

２ 警察広報センター見学

３ 会長挨拶 司会 植村委員

４ 署長挨拶

５ 報告事項（前回会議の質疑回答）

八幡山柴交差北側交差点等通学路の交通安全対策について～交通課長

６ 協議

会 議 諮問事項説明

内 容 八幡警察署の１１０番受理状況等について～地域課長

【委員】交通事故現場から携帯電話で初めて１１０番通報をした際、携帯電

話がブルブルと震え、ＧＰＳが反応していることに驚いた経験がある。

携帯電話のＧＰＳが自分の居場所を指令センターに知らせているん

だと思い、感心した。

【警察】１１０番通報を受信する際、聞き間違いや言い間違いなどがあって

はならない。また正確な現場の位置を把握することは極めて重要なこ

とである。

警察官の現場到着が、１分、１秒でも早く行えるよう、携帯電話の



ＧＰＳ機能により、通報者の位置を把握できるシステムとなっている。

【委員】携帯電話のＧＰＳ機能で位置を知らせるということであれば、一番

早く警察に通報するには、自宅にいても携帯電話で１１０番通報した

方が良いのか。

【警察】自宅の電話であっても、所在地を把握できるシステムとなっている。

自宅内にいて固定電話が近くにあるのに、わざわざ携帯電話を取り

出してまで、携帯電話で１１０番をしてもらう必要はない。自宅の電

話又は携帯電話のどちらかの方法で通報してもらえればと考える。

【委員】先日、自宅近くの道路を暴走族がバイクで爆音を上げながら走行し、

大変迷惑であったが緊急性はないと思い、１１０番通報をしようかど

うか迷った。このような場合でも、１１０番をすると対応をしてもら

えるのか。

【警察】１１０番通報してもらえれば、１１０番指令センターから無線等に

より、現場近くにいるパトカーや交番員が現場急行し、対応する。

迷わずに１１０番通報してもらったらよい。

また、１１０番通報ではないが、騒音苦情などとして、八幡警察署

の代表電話に、直接申告される方も多い。

会 議 １１０番を迷った場合、署への電話も利用してもらいたい。

内 容 【委員】署へ電話をした方が、１１０番通報をするより対応が早いのか。

【警察】対応については大きな違いはないため、安心して通報してほしい。

【委員】署の代表電話に電話をかけると、その後の流れはどうなるのか。

【警察】署の電話交換台に電話がかかる。係員が事案の概要を聞き、事件・

事故等、現場急行を必要とする場合は指令室へつなぎ、パトカー勤務

員や交番員等に指令して、現場急行させる。現場急行が必要ない場合

は、担当する課や係等につなぎ、担当者が対応する。

【委員】今回、警察本部の施設や、１１０番指令センター、交通管制センタ

ーの見学、ビデオによる警察活動の紹介等、大変貴重な体験をさせて

もらい、警察活動への理解が深まるとともに、改めて警察官の仕事は

大変な仕事だと実感した。

街中で、警察官の制服姿やパトカーの姿を見るだけで、非常に緊張

感を覚えるし、背筋が伸びて身が引き締まる思いになる。

今後、年末・年始の忙しい時期を迎えるが、制服警察官やパトカー

の姿をなるべく多く街頭で見せてもらい、事件・事故の未然防止に努

めてほしい。

【警察】街頭における警察官の制服姿やパトカーの姿は犯罪抑止効果ととも

に、市民に安心感を与えるものである。

署員一人一人が広報を担う一員であるという自覚を持って街頭に立



ち、年末・年始に向けた犯罪抑止等に万全を期すとともに、今後も市

民の皆様の信頼と期待に応えた活動を行っていきたい。

会 議 ７ 事務連絡

内 容 次回は、来年２月の開催を予定しており、会長と協議して日程等調整し、

議題とともに後日通知する。

以上



第３回京都府八幡警察署協議会の開催状況


